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文化構想学部から公認心理師を目指す皆さんへ 

 

公認心理師は，心理職における国家資格です。現代人間論系および文化構想学部の他論系の学生は, 学

部課程で必要な単位（２５科目）を修得し，さらに大学院修士課程において必要な単位（１０科目）を修

得すると，国家試験の受験資格を得ることができます。これらの単位の中には，学部で８０時間以上，大

学院で４５０時間以上の臨床実習が含まれ，また文化構想学部だけでなく文学部・教育学部の開講科目

も含まれます。限られた期間の中で講義・演習・実習などの多くの単位を取得する必要があり，最後まで

やり抜く覚悟が必要とされます。将来，公認心理師としての職務に携わりたいと考えている方は，下記の

情報およびリンク先のページの内容を熟読した上で，ぜひチャレンジしてみてください。 

 

公認心理師とは？ 

医療・保健，福祉，司法・犯罪，産業・労働，教育の分野での心理的支援や情報提供を担うために 

２０１７年に設置された，心理職における唯一の国家資格です。以下のリンクをご参照ください。 

・一般財団法人 日本心理研修センター「公認心理師とは？」http://shinri-kenshu.jp/guide.html 

・厚生労働省「公認心理師」https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000116049.html 

 

早稲田大学での公認心理師資格取得について 

・文学学術院における公認心理師資格の概要について 

文学学術院ホームページの掲載情報は，以下のリンクからご確認ください。 

https://www.waseda.jp/flas/kouninshinrishi/ 

 

・早稲田大学での公認心理師カリキュラムについて（公認心理師コンソーシアム） 

履修が必要な科目一覧，登録の手続きなどの詳細情報は「公認心理師コンソーシアム」に掲載されて

います。資格取得を目指す方は必ずこまめにサイトを確認するようにしてください。 

https://sites.google.com/view/wkouninshinrishiconsortium 

 

現代人間論系から公認心理師を目指す場合の留意点 

・科目履修 

現代人間論系の科目に加えて，文学部・教育学部の開講科目も履修する必要があります。教育学部の

科目は３次登録での履修登録となるため，選外の可能性も考慮して計画的に履修してください。 

履修科目一覧は以下のリンク（公認心理師コンソーシアム）からご確認ください。 

https://drive.google.com/file/d/1eQw9lHyp8kQ2001VJpFPIZx6D23F4VD0/view 

 

他箇所設置科目の履修にあたっては，科目登録の手引きを参照し，必要に応じて文学学術院事務所に

するなど，間違いのないようによく確認してください。 

【重要】原則として，教育学部の「公認心理師心理演習」を３年次に履修した上で，４年次に「公認心

理師心理実習」を履修することになっています。３年次には必ず「公認心理師心理演習」の履修登録を

行うようにしてください。 
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・心理検査 

実習先の現場では，心理検査などを用いた心理アセスメントを行う場面があり，あらかじめスムーズに

検査が行えるよう習熟しておく必要があります。特に現代人間論系の学生は授業内で十分な練習時間を

確保することが難しいため，空き時間を利用して自習するなど，しっかりと事前準備を行った上で実習

に参加するように心がけてください。 

なお，公認心理師カリキュラムを履修している文化構想学部の学生に限り，文学部心理学コースの備品

である心理検査（WISC-Ⅳなど）の使用が特例的に許可されています。希望される方は，事前に文学学術

院心理学教室（３２号館２階 ２４１教室）に問い合わせて用具の使用予約を行ってください。 

※必ず使用方法を担当者に確認し，万が一にも破損・紛失することがないよう注意してください。 

 

文化構想学部の他論系から公認心理師を目指す場合について 

文化構想学部では，心理学を専門とする教員は現代人間論系のみに所属しています。また，心理学実験

に関する学部科目として現代人間論系演習(心をしらべる・心理学実験)を開講していますが，他論系の方

が履修した場合は卒業単位には算入されません。こうした状況から，他論系から公認心理師を目指すこ

とは制度上は可能ですが，実際のハードルは相当高いと考えてください。他論系で資格取得に関心のあ

る方は，現代人間論系の窓口担当教員（下記参照）に連絡を取り，よく相談することが望ましいです。 

 

公認心理師に関する質問について 

① 全般（論系の心理学系ゼミに所属する３年生以上）： 

原則として，まず所属するゼミの教員（小塩真司，清水由紀，宮田裕光）にご相談ください。その

後，必要に応じて他箇所に取り次ぎます。 

 

② 全般（文化構想学部の１・２年生，心理学系ゼミに所属していない 3年生以上）： 

各年度の窓口担当教員にお問い合わせください。その後，必要に応じて他箇所に取り次ぎます。 

２０２２年度の窓口担当： 小塩（Eメール: oshio.at<at>waseda.jp） 

清水（Eメール: shimizu.yuki<at>waseda.jp）（<at>は@に変えて下さい） 

 

③ 科目登録，単位算入の手続きに関する内容： 

文学学術院事務所にご相談ください。 

 

④ 心理検査用具等の貸し出しについて： 

文学部心理学教室にお問い合わせください。 

心理学教室ホームページ（メールフォームあり）：https://www.wasedapsychology.jp/ 

 

心理学教室で所蔵している心理検査・備品の一覧は、以下のページの「所蔵心理検査リスト」より 

ご確認いただけます。 

https://www.wasedapsychology.jp/manual.html 


